様式4 難病ゲノム医療専門職養成研修 バイオインフォマティシャン申請様式

	申請者がおこなっている全エクソームおよび全ゲノム解析の解析パイプラインについて、

(1)実行している計算機環境（CPUやメモリ数など）、
(2)fastqファイルから最終疾患候補variantに絞り込むまでの解析手法、
(3)最終variantリストを医師と共有する際にどのようなファイルをどのような方法で共有しているか、
(4)未診断だった検体について再解析をおこなう場合があるかどうかと再解析をおこっているとしたらどのような頻度やタイミングでおこなっているか、
を2ページ以内で記載してください。
(2)は何のソフトやデータベースを用いて、どのような基準を用いて絞り込みをおこなっているか等、できるだけ詳細に記載してください。SNVとshort indel以外のSV・CNV等のvariantについても解析を行っている場合は、それらについても手法の詳細を記載してください。


	


	


